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前
の
予
想
よ
り
早
く
な
っ
て
お
り
、
異
常
気
象
は
さ
ら
に

規
模
が
拡
大
し
、
頻
繁
に
発
生
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
私
た
ち
の
水
や
食
料
、
健
康
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
な
ど
暮
ら
し
へ
の
影
響
が
急
激
に
悪
化
す
る
恐
れ
が

あ
る
の
で
す
。

異
常
気
象
は
太
陽
活
動
の
変
化
や
大
規
模
な
火
山
の
噴

火
な
ど
も
原
因
と
な
り
ま
す
が
、
現
在
急
増
し
て
い
る
異

常
気
象
の
主
な
原
因
は
地
球
の
温
暖
化
で
気
温
や
海
水
温

度
が
上
昇
し
、
そ
の
結
果
記
録
的
な
大
雨
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。「
最
近
の
異
常
気
象
は
過
去
に
比
べ

て
規
模
や
変
動
の
幅
が
大
き
く
、
し
か
も
期
間
が
長
く

な
っ
て
お
り
、
社
会
に
与
え
る
影
響
も
大
き
く
な
っ
て
い

る
」こ
の
文
章
は
筆
者
が
20
世
紀
末
に
異
常
気
象
と
い
う

タ
イ
ト
ル
の
本
を
書
い
た
時
の
も
の
で
、
20
年
以
上
前
か

ら
危
惧
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
現
実
に
な
り
、
予
想
を
超
え

る
規
模
で
拡
大
し
て
い
る
の
で
す
。

【
図
1
】（
17
ペ
ー
ジ
）は
1
9
7
0
年
か
ら
2
0
1
9

年
ま
で
の
50
年
間
の
大
規
模
な
気
象
災
害
の
発
生
回
数

で
、
1
9
7
0
年
代
か
ら
80
年
代
前
半
ま
で
は
年
に
1
回

起
き
る
か
ど
う
か
で
し
た
。
し
か
し
、
80
年
代
の
後
半
か

ら
急
激
に
増
加
傾
向
が
見
ら
れ
、
最
近
は
平
均
で
4
回
を

和
2
年
7
月
豪
雨
は
特
に
九
州
の
熊
本
県
で
大
き

な
被
害
に
な
り
ま
し
た
が
、
被
害
の
範
囲
は
九
州

か
ら
東
北
地
方
に
お
よ
ぶ
広
範
囲
な
も
の
で
し
た
。
死
者
は

83
名
、
行
方
不
明
3
名
、
重
軽
傷
者
29
名
と
人
的
な
被
害
も

大
き
く
な
り
ま
し
た
。
家
屋
の
被
害
は
全
壊
1
、2
3
4
戸
、

半
壊
4
、6
7
6
戸
、
一
部
損
壊
3
、0
1
6
戸
、
浸
水
し
た

家
屋
は
床
上
3
、3
2
1
戸
、
床
下
6
、1
0
8
戸
に
及
ん
で

い
ま
す
。
東
北
地
方
で
は
山
形
県
の
被
害
が
極
め
て
大
き

く
な
り
ま
し
た
が
、
宮
城
県
を
除
く
各
県
で
被
害
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
東
北
地
方
の
家
屋
被
害
は
全
壊
1
戸
、

半
壊
62
戸
、
一
部
損
壊
81
戸
で
あ
り
、
浸
水
家
屋
は
床
上

1
6
5
戸
、
床
下
7
4
4
戸
と
合
計
で
9
0
0
戸
を
超

え
ま
し
た
。
ま
た
、
新
潟
県
で
も
床
上
浸
水
2
戸
、
床
下

浸
水
49
戸
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
豪
雨
に
よ
る
被

害
金
額
は
全
体
像
が
い
ま
だ
不
明
で
す
が
、
農
林
水
産
業

の
被
害
額
だ
け
で
お
よ
そ
4
、0
0
0
億
円
に
な
っ
て
い

ま
す
。

近
年
こ
の
よ
う
な
大
規
模
災
害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

損
害
保
険
協
会
の
調
べ
で
は
2
0
1
8
年
度
、
2
0
1
9

年
度
と
2
年
連
続
で
自
然
災
害
に
対
す
る
損
害
保
険
金
額

が
1
兆
円
を
超
え
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
過
去
20
年
間
に

地
震
を
含
む
自
然
災
害
に
よ
っ
て
平
均
2
兆
円
を
超
え
る

被
害
が
出
て
お
り
、
最
近
は
気
象
災
害
だ
け
で
年
間
数
兆

円
の
被
害
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
温
暖
化
の
進
行
は
10
年

令

異
常
気
象
の
規
模
の
拡
大
と
浸
水
被
害
の
変
化

特 集 2
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災害をもたらした気象事例　2020年 8月20日の海水温　

出典： 気象庁ホームページ

８月末豪雨
中国・九州北部豪雨
７月新潟福島豪雨
７月末豪雨
関東・東北豪雨
九州北部豪雨
７月豪雨
台風による豪雨
７月豪雨

平成 20 年
平成 21 年
平成 23 年
平成 24 年
平成 27 年
平成 29 年
平成 30 年
令和  元年
令和   ２年

名前の付けられた大規模災害
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が
上
昇
し
、
空
気
中
に
水
蒸
気
を
大
量
に
補
給
す
る
と
い

う
現
象
が
同
時
に
起
き
る
の
で
す
。
空
気
中
の
水
蒸
気
は

雲
の
材
料
で
あ
り
、
温
暖
化
の
進
行
は
雲
や
雨
量
の
増
加

に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。
厄
介
な
こ
と
に
水
は
海
面

超
え
て
い
ま
す
。
気
象
庁
は
特
に
重
大
な
気
象
災
害
に
は

令
和
2
年
7
月
豪
雨
の
よ
う
に
名
前
を
付
け
て
い
ま
す
。

【
表
1
】は
平
成
20
年
以
降
に
名
前
の
付
け
ら
れ
た
大
規
模

な
気
象
災
害
に
な
り
ま
す
。
命
名
さ
れ
た
9
つ
の
大
規
模

な
異
常
気
象
の
中
で
東
北
地
方
に
影
響
を
与
え
た
の
は
、

平
成
20
年
8
月
末
豪
雨
、
平
成
23
年
7
月
新
潟
福
島
豪

雨
、
平
成
27
年
関
東
・
東
北
豪
雨
、
令
和
元
年
台
風
に
よ

る
豪
雨
、
令
和
2
年
7
月
豪
雨
と
ほ
ぼ
2
年
に
1
回
の
割

に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
雨
と
い
う
と
西
日
本
や
太
平
洋
側

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
と
思
い
ま
す
が
、
東
北
や
新
潟

も
す
で
に
温
暖

化
に
よ
る
異
常

気
象
に
よ
っ
て

被
害
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
の

で
す
。

温
暖
化
の
進

行
で
気
温
が
上

が
る
と
空
気
中

の
水
蒸
気
量
が

増
加
し
ま
す
。

ま
た
、
気
温
が

上
が
る
と
少
し

遅
れ
て
海
水
温

か
ら
蒸
発
す
る
際
に
周
囲
の
熱
を
奪
い
ま
す
。
こ
れ
を
気

化
熱
と
言
い
ま
す
。
気
化
熱
を
持
っ
た
水
蒸
気
は
上
空
で

雲
の
粒
に
な
る
時
に
こ
の
気
化
熱
を
放
出
し
、
こ
の
熱
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
台
風
や
低
気
圧
を
発
達
さ
せ
る
大
き
な
力
に

な
る
の
で
す
。【
図
２
】は
令
和
2
年
8
月
20
日

の
日
本
付
近
の
海
水
温
で
、
特
に
こ
の
夏
は

海
水
温
が
高
く
、
30
度
以
上
の
海
域
が
九
州

の
西
か
ら
四
国
、
紀
伊
半
島
、
さ
ら
に
伊
豆

諸
島
近
海
に
大
き
く
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

台
風
が
発
生
す
る
た
め
の
最
も
重
要
な
要
素

は
海
水
温
が
27
度
以
上
で
あ
る
こ
と
で
す
が
、

27
度
以
上
の
海
域
は
東
北
地
方
の
日
本
海
側

ま
で
北
上
し
て
い
ま
し
た
。
日
本
海
で
台
風

が
発
生
す
る
可
能
性
さ
え
出
て
き
て
い
る
の

で
す
。
9
月
上
旬
の
台
風
10
号
が
戦
後
最
大

級
の
強
さ
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
た
の
は
、

台
風
が
海
水
温
30
度
以
上
の
海
域
を
北
上
し

た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
実
際
に
台
風
10
号
は

9
月
4
日
夜
か
ら
6
日
の
明
け
方
ま
で
中
心

気
圧
が
9
2
0
hPa
に
な
り
、
5
日
か
ら
7
日

に
か
け
て
大
型
で
非
常
に
強
い
勢
力
を
維
持

し
ま
し
た
。

令
和
2
年
7
月
豪
雨
で
は
東
北
か
ら
九
州

の
広
い
範
囲
で
河
川
の
氾
濫
が
発
生
し
ま
し
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た
が
、
堤
防
が
決
壊
し
た
地
点
は
10
か
所
も
な
く
、
多
く

は
溢
水
と
越
水
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
最
近
は
短
時
間
に

数
百
ミ
リ
の
大
雨
が
降
る
た
め
に
、
河
川
の
水
位
は
急
激

に
高
く
な
り
ま
す
。
堤
防
が
無
い
地
点
で
は
早
い
時
間
か

ら
水
が
あ
ふ
れ
出
し
、
こ
の
状
態
を
溢
水
と
呼
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
堤
防
が
あ
る
場
合
で
も
堤
防
が
決
壊
す
る
前
に

河
川
の
水
位
が
堤
防
の
高
さ
を
越
え
て
水
が
あ
ふ
れ
出
し
、

こ
の
場
合
を
越
水
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
堤
防
が
決
壊
し
て

河
川
が
氾
濫
し
た
昔
の
洪
水
よ
り
も
短
時
間
で
洪
水
被
害

が
起
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
市
街
地
で
は

短
時
間
の
大
雨
に
下
水
の
処
理
が
追
い
付
か
ず
に
、
マ
ン

ホ
ー
ル
か
ら
水
が
あ
ふ
れ
出
す
場
合
や
中
小
の
河
川
で
は

本
流
に
水
が
流
入
で
き
ず
、
逆
流
し
て
浸
水
を
発
生
さ
せ

る
な
ど
昔
と
は
違
っ
た
洪
水
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

10
年
ほ
ど
前
ま
で
は
日
本
で
の
温
暖
化
に
よ
る
気
温
の

上
昇
は
1
0
0
年
で
2
度
か
ら
3
度
と
予
想
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
最
新
の
予
想
で
は
も
っ
と
大
き
く
4
度
か
ら
5

度
に
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
日
本
列
島
が
現
在

の
位
置
か
ら
南
に
５
０
０
km
ほ
ど
移
動
し
、
仙
台
が
伊
豆

諸
島
の
気
候
に
、
青
森
が
東
京
並
み
の
気
候
に
な
る
の
と
同

じ
で
す
。【
図
3
】は
各
地
方
の
年
間
平
均
気
温
が
2
1
0
0

急
激
に
進
行
す
る
温
暖
化
と
２
１
０
０
年
の
日
本

年
に
何
度
上
昇
す
る
か
を
示
し
た
も
の
で
、
日
本
の
平
均
は

4
・
5
度
で
す
が
、
北
の
地
方
ほ
ど
気
温
の
上
昇
が
大
き
く

東
北
で
は
5
度
近
い
上
昇
に
な
り
ま
す
。
東
北
で
は
30
度
以

上
の
真
夏
日
は
30
日
以
上
増
加
し
、
熱
帯
夜
は
20
日
近
く

増
加
す
る
予
想
で
す
。【
図
４
】は
2
1
0
0
年
に
青
森
、
仙

台
、
新
潟
が
現
在
と
ど
う
変
わ
る
か
を
予
想
し
た
も
の
で

す
。
仙
台
で
は
真
夏
日
が
30
日
ほ
ど
増
え
て
1
カ
月
半
に

な
り
、
最
高
気
温
が
25
度
以
上
の
夏
日
は
1
2
0
日
を
超



【図5】

【図6】

900

775

650

525

3022.5157.50
400

(2019年度 東京都における実績 )(2019年度 東京都における実績 )

［℃］

月平均気温と電力需要

※資源エネルギー庁統計資料及び気象庁データを基に作成

５月～10月５月～10月11月～４月11月～４月

［1000万KWh］

900

775

650

525

3022.5157.50
400

温暖化による電力増温暖化による電力増

温暖化による電力減少分温暖化による電力減少分

(平均気温が一律 4.5度高くなった場合：筆者想定)(平均気温が一律 4.5度高くなった場合：筆者想定)

［℃］

気温上昇による夏冬の電力の増減
［1000万KWh］

※資源エネルギー庁統計資料及び気象庁データを基に作成

　　2122　　ひろば　503 号

暮
ら
し
へ
の
影
響
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

え
る
見
込
み
で
す
。
一
方
、
最
低
気
温
が
氷
点
下
の
冬
日

は
2
カ
月
以
上
減
少
し
て
10
日
未
満
に
な
り
そ
う
で
す
。

青
森
も
夏
日
は
ほ
ぼ
倍
に
な
り
、
真
夏
日
も
1
カ
月
半
に

な
る
見
込
み
で
す
。
冬
日
は
半
分
以
下
の
40
日
前
後
に
減

る
で
し
ょ
う
。
新
潟
で
は
夏
日
が
5
カ
月
に
な
り
真
夏
日

は
80
日
を
超
え
る
見
込
み
で
す
。
冬
日
は
ゼ
ロ
に
な
り
降

雪
や
積
雪
は
平
野
部
で
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
そ
う
で

す
。
高
温
と
水
不
足
が
懸
念
さ
れ
、
少
な
く
と
も
各
地
の

現
在
の
農
業
は
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
で

し
ょ
う
。

温
暖
化
に
よ
る
暮
ら
し
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
影
響
も
か

な
り
大
き
な
も
の
に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
現
在
日
本

を
は
じ
め
世
界
の
国
々
で
新
型
コ
ロ
ナ
の
対
策
に
躍
起
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
日
本
の
気
候
が
亜
熱
帯
化
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
東
南
ア
ジ
ア
の
感
染
症
の
北
上
が
始
ま
る
で

し
ょ
う
。
デ
ン
グ
熱
は
す
で
に
東
京
で
感
染
を
起
こ
し
ま

し
た
が
、
マ
ラ
リ
ア
や
デ
ン
グ
熱
は
日
本
で
も
当
た
り
前

の
時
代
が
く
る
で
し
ょ
う
。
熱
中
症
の
死
亡
者
は
さ
ら
に

増
加
し
、
関
東
以
西
の
地
域
で
は
夏
の
屋
外
作
業
は
危
険

な
状
態
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
気
温
の
上
昇
は
海
水

温
の
上
昇
に
つ
な
が
り
、
海
水
の
膨
張
に
よ
っ
て
海
面
が

高
く
な
り
高
潮
被
害
や
海
岸
部
で
の
塩
害
が
増
加
し
ま
す
。

気
温
上
昇
に
よ
っ
て
蒸
発
量
が
増
加
し
田
畑
の
乾
燥
化
が

進
み
農
業
用
水
の
必
要
性
が
よ
り
高
く
な
る
で
し
ょ
う
。

一
方
で
降
雪
や
積
雪
の
減
少
、
雪
解
け
時
期
の
早
ま
り
が

起
き
て
5
月
か
ら
6
月
の
農
業
用
水
の
確
保
が
か
な
り
難

し
く
な
る
見
込
み
で
す
。
都
市
部
で
も
水
不
足
が
慢
性
化

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

植
物
に
と
っ
て
は
現
在
の
土
地
が
気
候
的
に
適
地
で
は

な
く
な
る
可
能
性
が
高
く
、
白
神
山
地
の
ブ
ナ
林
は
標
高

の
高
い
所
を
除
い
て
壊
滅
状
態
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

現
在
の
農
作
物
は
標
高
の
高
い
所
か
よ
り
北
方
の
地
域
に

移
動
さ
せ
る
必
要
が
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。
コ
メ
作
り
に
お

い
て
は
害
虫
の
世
代
交
代
が
早
ま
り
、
同
じ
害
虫
が
年
に

何
回
も
出
現
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
現
在
も
世
界

各
地
で
は
干
ば
つ
が
増
加
し
一
時
的
に
食
料
価
格
の
高
騰

が
起
き
て
い
ま
す
が
、
近
い
将
来
に
世
界
的
な
食
料
不
足

が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

気
温
の
上
昇
は
夏
の
電
力
の
需
要
を
大
き
く
増
加
さ
せ

る
一
方
で
冬
の
気
温
上
昇
は
暖
房
用
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
減

少
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
問
題
は
夏
の
需
要
増
加
と

冬
の
減
少
の
ど
ち
ら
が
大
き
い
か
で
す
。
東
京
の
場
合
の

月
別
の
需
要
量
と
月
の
平
均
気
温
の
関
係
を
示
し
た
の
が

【
図
5
】で
す
。
5
月
か
ら
10
月
の
高
温
期
に
は
気
温
が
高
い

ほ
ど
需
要
が
増
加
し
、
11
月
か
ら
4
月
は
気
温
が
高
い
ほ
ど

需
要
が
減
少
す
る
の
が
分
か
り
ま
す
。
こ
の
図
か
ら
平
均
気

温
が
一
律
4
・
5
度
高
く
な
る
と
仮
定
し
て
計
算
す
る
と

【
図
6
】の
結
果
に
な
り
冬
の
電
力
の
減
少
よ
り
、
夏
の
需
要

増
加
の
方
が
は
る
か
に
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
は
2
0
3
0
年
度
ま
で
に
温
暖
化
の
主
な
原
因
で

あ
る
二
酸
化
炭
素
を
2
0
1
3
年
度
比
で
26
％
削
減
す
る

方
針
を
出
し
て
い
ま
す
が
、
残
り
10
年
に
な
っ
た
現
在
も

削
減
は
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
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気
候
変
動
に
よ
る
不
安
定
さ
の
増
加

関（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）の
速
報
値
に
よ
る
と
2
0
2
0
年
の
1
月
か
ら

6
月
に
お
け
る
日
本
の
電
力
構
成
は
石
炭
と
天
然
ガ
ス
が

共
に
31
・
6
％
、
石
油
4
％
、
原
子
力
6
％
、
再
エ
ネ
は

23
・
1
％
、
そ
の
他
が
3
・
7
％
に
な
っ
て
い
ま
す【
図
7
】。

再
エ
ネ
は
2
0
1
8
年
が
17
％
で
し
た
か
ら
6
％
余
り
も
増

加
し
ま
し
た
。
政
府
に
よ
る
2
0
3
0
年
度
の
目
標
値
は
石

炭
が
26
％
、
天
然
ガ
ス
が
27
％
、
石
油
を
3
％
、
原
子
力
が

20
～
22
％
、
再
エ
ネ
が
22
～
24
％
で
す
。
2
0
1
8
年
度
に

77
％
だ
っ
た
火
力
等
を
56
％
に
低
下
さ
せ
、
そ
の
分
を
原
子

力
と
再
エ
ネ
で
ま
か
な
う
と
い
う
も
の
で
す
。
再
エ
ネ
に
つ

い
て
は
す
で
に
目
標
値
に
達
し
て
い
ま
す
が
、
原
子
力
を
現

在
の
3
倍
余
り
に
増
加
さ
せ
る
の
は
少
し
難
し
い
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

単
純
に
市
場
原
理
か
ら
考
え
れ
ば
価
格
が
安
く
て
安
定

供
給
さ
れ
る
も
の
が
生
き
残
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
温

暖
化
対
策
が
絡
ん
で
い
る
た
め
に
様
相
が
少
し
異
な
っ
て
き

ま
す
。
現
在
、
世
界
の
趨
勢
は
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
多

い
石
炭
火
力
を
減
少
さ
せ
る
方
向
で
あ
り
、
日
本
が
実
施

す
る
非
効
率
な
石
炭
火
力
の
廃
止
だ
け
と
い
う
政
策
に
は

否
定
的
な
意
見
が
多
い
の
で
す
。
日
本
で
は
石
炭
火
力
を

さ
ら
に
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
、
そ
の
分
を
補
う

た
め
に
太
陽
光
や
風
力
発
電
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
急
務

で
す
が
、
現
在
の
再
エ
ネ
の
10
％
近
く
が
水
力
と
地
熱
で

あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
残
り
の
13
％
は
気
象
変
化
影
響
を

受
け
る
不
安
定
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
も
言
え
ま
す
。
再
エ
ネ
を

さ
ら
に
増
加
さ
せ
る
た
め
に
は
、
当
面
の
間
は
安
全
性
を

高
め
た
原
子
力
の
稼
働
率
を
少
な
く
と
も
15
％
前
後
に
高

め
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
現
実
に
は
原
発
の
再
稼

働
は
遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
将
来
的
に
は
人
口
の

減
少
に
よ
り
電
力
の
需
要
は
減
少
し
て
い
く
可
能
性
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
先
数
十
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
い
か
に
安
定

的
に
安
く
確
保
す
る
か
が
問
題
で
す
。

最
後
に
気
象
の
面
か
ら
の
危
惧
を
考
え
て
み
ま
す
。
温

暖
化
に
よ
る
気
温
の
上
昇
は
日
本
付
近
で
は
北
ほ
ど
大
き

【図7】

く
な
っ
て
い
ま
す
。
気
象
的
に
は
南
北
の
温
度
差
が
小
さ

く
な
る
こ
と
は
年
間
を
通
じ
て
風
速
が
減
少
す
る
こ
と
を

意
味
し
て
い
ま
す
。
風
力
発
電
の
出
力
は
風
速
の
3
乗
に

比
例
す
る
の
で
、
風
速
が
３
m/s
か
ら
２
m/s
に
弱
く
な
る
こ

と
は
３
ｍ
の
3
乗
＝
27
か
ら
2
の
3
乗
＝
８
に
減
少
す
る

こ
と
に
な
っ
て
風
力
発
電
の

効
率
は
70
％
も
減
少
し
ま
す
。

【
図
8
】を
見
る
と
新
潟
市
の
7

月
の
風
速
は
40
年
前
の
3
・

22

m/s
か
ら
2
・
5
m/s
に
な
っ
て

お
り
、
ま
た
、
8
月
の
場
合
は

3
・
36

m/s
か
ら
2
・
5
m/s
と
弱

く
な
っ
て
お
り
、
風
力
発
電
の

効
率
は
50
％
以
上
減
少
し
て
い

る
の
で
す
。
同
様
に
仙
台
に
お

け
る
過
去
40
年
間
の
7
月
8
月

の
平
均
風
速
を【
図
9
】に
示
し

ま
す
。
仙
台
も
こ
の
40
年
間
に

7
月
8
月
の
風
速
は
と
も
に

0
・
4
m/s
ほ
ど
弱
く
な
っ
て
お

り
、
風
力
発
電
の
効
率
は
35
％

ほ
ど
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
一
方
、
太
陽
光
発
電

で
は
日
照
時
間
が
最
も
影
響
し
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村む
ら

山や
ま 
貢こ

う

司じ

気
象
予
報
士

気
象
環
境
研
究
所 

主
任
研
究
員

〈
専
門
分
野
〉

気
象
、
気
象
と
経
済
、
生
気
象
、
地
球
環
境

〈
委
員
等
〉

東
京
都
花
粉
症
対
策
検
討
委
員
会
委
員
、
林
野
庁
ス
ギ
花
粉
動
態
委
員
会
委
員
、

環
境
省
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
影
響
評
価
委
員
会
委
員
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
花
粉
情
報
協
会
副

理
事
長
、
N
P
O
富
士
山
測
候
所
を
活
用
す
る
会
理
事
、
N
P
O
ス
ト
ッ
ク
オ

プ
シ
ョ
ン
研
究
所
理
事
、
多
摩
市
文
化
振
興
財
団
評
議
員
、
文
部
科
学
省
領
域

研
究
評
価
委
員

〈
主
な
著
書
〉

『
山
岳
気
象
入
門
』：
山
と
渓
谷
社（
２
０
０
５
）、『
花
粉
症
の
化
学
』：
化
学
同
人
社

（
２
０
０
６
）、『
気
象
病
』：
N
H
K
出
版（
２
０
０
６
）、『
台
風
学
入
門 

最
新
デ
ー
タ
に

よ
る
傾
向
と
対
策
』：
山
と
渓
谷
社（
２
０
０
６
）、『
降
水
確
率
50
％
は
五
分
五
分
か
？
』：

化
学
同
人
社（
２
０
０
７
）、『
猛
暑
、
厳
寒
で
株
価
は
上
が
る
？
』：
経
済
界（
２
０
０
７
）、

『
最
新
デ
ー
タ
で
読
み
解
く
お
天
気
ジ
ン
ク
ス
』：
祥
伝
社
新
書（
２
０
０
７
）、『
気
象
予

報
士
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク 

日
本
気
象
予
報
士
会
編
』：
オ
ー
ム
社（
２
０
０
８
）、『
気
象
の
し

く
み
』：
ぶ
ん
か
社（
２
０
０
８
）、『
健
康
気
象
学
入
門
』：
日
東
書
院（
２
０
０
９
）

１
９
７
２
年  

東
京
教
育
大
学
農
学
部 

卒
業

１
９
７
２
年  

日
本
気
象
協
会
入
社

１
９
９
６
年  

気
象
予
報
士
資
格
取
得

２
０
０
３
年  

財
団
法
人
気
象
業
務
支
援
セ
ン
タ
ー
入
社

　
　
　
　
　

  

振
興
部
専
任
主
任
技
師

１
９
８
７
年
４
月
よ
り
２
０
０
７
年
３
月
ま
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
気
象
解
説
を
担
当

２
０
１
９
年
４
月　

現
職

略略  

歴歴

ま
す
が
、
2
0
1
9
年
も
2
0
2
0
年
も
全
国
的
に
7
月

が
記
録
的
な
日
照
不
足
で
し
た
。
2
0
2
0
年
7
月
の
日

照
時
間
は
新
潟
で
は
平
年
の
75
％
で
し
た
が
、
仙
台
と
東

京
で
は
50
％
以
下
で
し
た
。
仙
台
の
過
去
40
年
間
の
7
月

と
8
月
の
日
照
時
間
を【
図
10
】に
示
し
ま
す
。
仙
台
に
お
い

て
は
傾
向
と
し
て
日
照
時
間
に
大
き
な
増
減
は
見
ら
れ
ま

せ
ん
が
、
特
徴
的
な
の
は
毎
年
の
変
動
が
極
め
て
大
き
い

こ
と
で
す
。
7
月
の
日
照
時
間
の
平
均
は
1
2
0
時
間
前

後
で
す
が
、
少
な
い
年
は
50
時
間
以
下
に
な
り
ま
す
。
8

月
は
平
均
が
1
5
0
時
間
で
す
が
、
や
は
り
少
な
い
年
は

50
時
間
余
り
に
な
っ
て
お
り
、
太
陽
光
発
電
を
増
加
さ
せ

る
場
合
は
日
照
不
足
に
よ
る
減
少
分
を
他
の
発
電
シ
ス
テ

ム
か
ら
補
充
す
る
か
、
日
照
時
間
の
多
い
月
に
発
電
し
た

電
気
を
蓄
電
池
に
貯
め
る
必
要
が
出
て
き
ま
す
。
再
エ
ネ

を
安
定
的
に
使
用
す
る
た
め
に
は
蓄
電
池
や
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
電
源
が
必
要
で
あ
り
、
悪
天
候
の
時
や
風
が
弱
い
時
に

火
力
発
電
な
ど
で
電
力
を
補
充
す
る
た
め
の
設
備
の
維
持

や
発
電
所
建
設
の
費
用
を
電
力
を
販
売
す
る
小
売
会
社
に

負
担
さ
せ
る「
電
力
の
容
量
市
場
」が
始
ま
り
ま
す
。

2
0
2
4
年
度
だ
け
で
そ
の
額
は
1
兆
６
千
億
円
に
も
な

り
そ
う
で
す
。
今
も
再
エ
ネ
の
費
用
の
一
部
を
消
費
者
が

負
担
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
再
エ
ネ
価
格
が
下
が
り
に

く
い
ど
こ
ろ
か
さ
ら
に
負
担
が
増
加
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

現
在
休
止
し
て
い
る
原
発
を
再
稼
働
さ
せ
て
も
何
十
年

も
使
い
続
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
わ
け
で
あ
り
、
安
定
し

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
系
を
作
る
に
は
あ
ま
り
に
も
時
間
が
少

な
い
の
で
す
。
気
象
的
に
は
幾
つ
か
の
危
惧
は
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
で
も
再
エ
ネ
は
増
加
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
空
い
て
い
る
土
地
が
あ
る
か
ら
太
陽
光

や
風
力
の
発
電
施
設
を
作
る
の
で
は
な
く
、
送
電
網
と
の

関
係
、
悪
天
候
や
弱
風
の
場
合
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
ど
う

す
る
か
を
関
係
機
関
が
協
議
し
て
効
率
的
な
体
系
を
考
え

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
再
エ
ネ
を
効
率
的
に
使
う
た
め

に
は
、
気
象
予
測
が
さ
ら
に
精
度
を
高
く
し
、
予
報
す
る

地
点
も
詳
細
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
た
め

の
予
算
や
人
員
が
全
く
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
問
題

で
す
。

温
暖
化
は
急
激
に
進
行
し
て
お
り
、
異
常
気
象
は
さ
ら

に
大
規
模
に
な
り
頻
繁
に
発
生
す
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ

う
。
2
0
1
9
年
の
台
風
19
号
を
超
え
る
よ
う
な
猛
烈
な

台
風
が
毎
年
の
よ
う
に
日
本
に
接
近
上
陸
す
る
よ
う
に
な

る
で
し
ょ
う
。
少
な
く
と
も
近
年
の
夏
は
省
エ
ネ
よ
り
も
熱

中
症
を
防
止
す
る
た
め
に
適
切
に
冷
房
を
使
う
こ
と
を
推

奨
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
で
あ
り
、
猛
暑
は
さ
ら
に

厳
し
く
な
っ
て
い
く
の
は
間
違
い
な
い
こ
と
で
す
。
温
暖
化

の
影
響
と
異
常
気
象
は
1
0
0
年
後
の
話
で
は
な
く
、
現

在
進
行
形
の
問
題
で
す
。
安
定
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
系
、

防
災
体
制
の
整
備
、
食
料
や
水
の
確
保
な
ど
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
残
さ
れ
た
時

間
は
非
常
に
短
い
の
で
す
。


